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＝会員の広場一

鳴子こけし

　みちのくに鳴子温泉がある．ここは，伝統を誇る鳴子

系こけしの生産地でも有名．これは，童女の姿を色どり

した円柱状の木地人形，おかっぽ頭を回すと名の通り音
を出す．

　私は，訪れた記念に，目の前で8寸ものをひいてもら
った．やや太めの首根っこを急回転している胴体のほぞ

穴に強く押しあて，摩擦で広がった瞬間に，はめ込む仕
組み．

　ところで，気象学は社会学と違い相手が自然なので，

予測問題では幾らか有利だと思っていた．だが，近年は

人為が絡む大気汚染などの面倒な現象が出てきた．更
に，世界の方々で起こってる異常気象から，寒冷期の戻

りが心配されているとか．

　もし，気候が変われば山野の植物相も違ってくるは必

定．こけしの材料，“みずき”も無くなるかも知れな

い．愛らしい鳴子の名産品が消えるとは，考えても身震

いがする話．

　　　　　　　　　　　　田口龍造（仙台管区気象台）
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